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警報ブザーとディスプレイ表示で
危険をお知らせ

Ａ： ブレーキ踏力を強力にアシスト

B： ブレーキを踏めなくても減速

＜交差点衝突回避支援（出合頭車両）＞
従来のプリクラッシュセーフティの作動範囲に加え、交差点で交差する車両・自動二輪車に

対しても、衝突回避の支援を行います。衝突する可能性が高いとシステムが判断した時、

警報およびブレーキを作動させることによって、被害軽減を支援します。
※交差点の形状によっては正しく支援できない場合があります。

※プリクラッシュブレーキアシストは作動しません。

※プリクラッシュブレーキは、対車両の場合は自車速度約5km/h～180km/h、対歩行者、自転車運転者の場合は自車速度約5km/h～80km/hで作動します。また、本機能はドライバーの運転支援を目的としているため、機能には限界があり、道路状況、 
車両状態、天候状態およびドライバーの操作状態、歩行者や自転車運転者の状態等によっては、作動しない場合があります。詳しくはレクサス販売店におたずねください。本機能を過信せず、必ずドライバーが責任を持って運転してください。 
公道を走行する時は、法定速度または制限速度を遵守してください。数値は社内測定値。

プリクラッシュセーフティ
（歩行者［昼夜］・自転車運転者［昼夜］・自動二輪車［昼］検知機能付衝突回避支援タイプ/ミリ波
レーダー＋単眼カメラ方式）

進路上の車両、歩行者、自転車運転者、自動二輪車をミリ波レーダーと単眼カメラで検出。衝突の可能性が 
高いとシステムが判断した場合、ブザーとディスプレイで危険をお知らせ。ブレーキを踏めた場合はブレーキ 
踏力をアシスト、踏めなかった場合は自動的にブレーキを作動させることで、衝突回避を支援、あるいは 
衝突被害の軽減に寄与します。なお、対向車に対しては正面から衝突する可能性が高いとシステムが判断 
した時、警報およびブレーキを作動させることによって、被害軽減を支援します。
※対向車に関しては、正面衝突、相手車逸脱による対向車との衝突に対応。プリクラッシュブレーキアシストは作動しません。

幅広いシーンに対応するプリクラッシュセーフティ ［ 1 ］

作動イメージ 作動イメージ

Lexus Safety System ＋を安全にお使いいただく上での留意事項説明
Lexus Safety System ＋は予防安全パッケージです。
ご契約に際し、Lexus Safety System ＋、およびその各システムを安全にお使いいただくための留意事項についてご説明いたします。

ご使用になる際の

お客さまへのお願い

■運転者には安全運転の義務があります。運転者は各システムを過信せず、つねに自らの責任で周囲の状況を把握し、ご自身の操作で安全を確保してください。

■各システムに頼ったり、安全を委ねる運転をすると思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

■ご使用の前には、あらかじめ取扱説明書で各システムの特徴・操作方法を必ずご確認ください。

※Lexus Safety System ＋の一部のプログラムは、DCMによる無線通信により、レクサス販売店に入庫することなくつねに最新のソフトウェアに更新できます。　※ソフトウェアの更新がある場合、 
ディスプレイオーディオに通知画面が表示されます。画面の指示に従ってすみやかに更新してください。　※お客さまの安全や車両の保安基準に関わる重大なソフトウェア更新が必要になった場合には、 
お客さまの更新の許諾の有無にかかわらず、自動でソフトウェア更新を行うことがあります。また、この場合にお客さまが許諾していなかった他の機能も含めて最新バージョンに更新される場合があります。
※ソフトウェアを更新すると、各機能の取り扱い方法が変わったり、機能が追加されることがあります。変更・追加された内容は、lexus.jp 内の最新の取扱説明書で確認することができます。　※無線通信による 
ソフトウェアアップデートはG-Link契約が必要です。

※装備類の詳しい設定につきましては、主要装備一覧表でご確認ください。
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アクティブ操舵機能

システムによる操舵

車両安定性確保 逸脱抑制支援

弱いブレーキ
作動

ドライバーによる
操舵なし

逸脱抑制支援

警報

警報

ドライバーによる操舵入力

ブレーキ ブレーキ

対向車 対向車

警報 警報

メーター /カラーヘッド
アップディスプレイへの
表示とブザーで注意喚起
※対向車に向かう方向への
ウインカー作動中にのみ作動

作動イメージ作動イメージ作動イメージ

＜緊急時操舵支援＞
歩行者、自転車運転者、自動二輪車、車両と衝突する可能性が高く、自車線内に回避するための 
十分なスペースがあるとシステムが判断した場合で、ドライバーの回避操舵があった時、 
操舵支援を行い、車両安定性確保と車線逸脱抑制に寄与します。また、ドライバーによる操舵が 
なくてもシステムが弱いブレーキをかけながら操舵を行い、車線内での衝突回避を支援する 
アクティブ操舵機能を設定＊しています。
＊“version L”全車、“F SPORT”全車、“OVERTRAIL”全車に標準装備。
※回避するための十分なスペースがない、また、回避先に物があるとシステムが判断した場合には作動しません。
※横断歩行者など一定以上の横速度を持った対象には作動しない場合があります。

＜交差点衝突回避支援（右左折）＞
交差点右折時に直進してくる対向車（隣接2レーンまで）および右左折時に対向方向から横断 
してくる歩行者・自転車運転者をミリ波レーダーと単眼カメラで検出。警報およびブレーキを 
作動させることで、衝突回避または被害軽減をサポートします。また、プラスサポートモード中の
場合は、右折時の対向車に対してより早いタイミングで表示とブザーで接近を伝えます（交差点
対向車注意喚起）。
※交差点の形状によっては正しく支援できない場合があります。
※プリクラッシュブレーキアシストは作動しません。

作動イメージ

■右折時の対向車 ■右左折後の横断歩行者・自転車 ■交差点対向車注意喚起
（プラスサポートモードのみ）

幅広いシーンに対応するプリクラッシュセーフティ ［ 2 ］

※装備類の詳しい設定につきましては、主要装備一覧表でご確認ください。
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アクセル全開 壁・車・歩行者
自転車運転者

駆動力抑制

加速しないよう
駆動力を抑制

弱いブレーキ

弱いブレーキ作動

ブレーキ保持

一定時間ブレーキ保持

報知
機能2：メーターへ警告及びブザー吹鳴

カラーヘッドアップディスプレイ

（車両が接近しているにもかかわらずドライバーが発進しようとした場合に作動します）

メーター

機能 1： カラーヘッドアップディスプレイへ
　　　 注意喚起表示

＜フロントクロストラフィックアラート［FCTA］＞ “version L” “F SPORT” “OVERTRAIL”

交差点に進入する際など、左右から接近する車両を検知すると、カラーヘッドアップディス 
プレイで車両が近づいてくる方向をアニメーションで表示し、ドライバーが気づきやすいように

注意喚起を行います。車両が接近しているにもかかわらずドライバーが発進しようとした場合は、

表示とブザー音で、さらに注意を促します。
※道路状況、車両状態および天候状態等によっては、ご使用になれない場合があります。詳しくはレクサス販売店に

おたずねください。

※フロントクロストラフィックアラート［FCTA］はあくまで運転補助機能です。本機能を過信せず、運転に際しては
ドライバーご自身で周囲の安全状況を直接確認してください。

＜低速時加速抑制＞
低速時の自車の直前にある壁、歩行者、自転車運転者、車両をミリ波レーダーと単眼カメラで認識。

前方に対象物がある状態で、停車または徐行状態からアクセルペダルが必要以上に強く踏み 
込まれた場合には、エンジン出力を抑制または弱いブレーキをかけることで加速を抑制し、 
衝突回避または被害軽減をサポートします。また、衝突が回避され、かつ車両が停止した場合、 
ドライバーがアクセルまたはブレーキ操作をするまでブレーキ力を保持します。
※本機能はパーキングサポートブレーキ（前後方静止物）の対象物である壁などに対しては作動しないシステムで、

パーキングサポートブレーキ（前後方静止物）［PKSB］の代替機能となるシステムではありません。

作動イメージ 作動イメージ

幅広いシーンに対応するプリクラッシュセーフティ ［ 3 ］

 ＝標準装備

※装備類の詳しい設定につきましては、主要装備一覧表でご確認ください。
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アクセル全開 車・歩行者
自転車運転者

駆動力抑制 弱いブレーキ ブレーキ保持＊1

マルチメディア音声

メーター表示

アクセルペダル

アクセルが踏まれています
ブレーキを踏んでください

＊2

アクセルが踏まれています
ブレーキを踏んでください＊2

アクセルが踏まれています

OFF

ON

プリクラッシュセーフティ

車・歩行者
自転車運転者

衝突警報 ブレーキ ブレーキ保持＊1

マルチメディア音声

メーター表示

ブレーキペダル

ブレーキを踏んでください

ブレーキを踏んでください＊2

OFF

ON

＊2

＜音声発話（プラスサポートモードのみ）＞
下記のシーンにおいて、メーター表示と音声発話を行いドライバーへ通知します。

＊ 1 . 衝突前に車両が停止した場合のみ作動。
＊ 2 . プリクラッシュセーフティの作動状況によって上記の通りにならない場合があります。

低速時加速抑制作動イメージ プリクラッシュセーフティ作動イメージ

幅広いシーンに対応するプリクラッシュセーフティ ［ 4 ］

※装備類の詳しい設定につきましては、主要装備一覧表でご確認ください。
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レーダークルーズコントロール（全車速追従機能付）
ミリ波レーダーと単眼カメラで先行車を認識し、設定した車間距離を保ちながら追従走行を 
支援します。先行車が停止した時は自車も停止して停止状態を保持、先行車が発進した時は 
ドライバー操作により発進し、追従走行を再開します。高速道路の渋滞走行時など、停止・発進を 
繰り返すシーンで、ドライバーの運転負荷を大幅に軽減します。また、ミリ波レーダーおよび 
単眼カメラの検知範囲拡大などにより前方認識範囲を拡大。先行車認識、進路判定、割り込み車

検知などに対し、すぐれた認識性能を確保しています。また、約80km/h以上でウインカー操作を
した際、遅い先行車を追い越すための予備加速、または、車線変更先にいる遅い先行車に追従

するための予備減速を実施。スムーズな追い越しや車線変更が行えるようにしました。さらに、

レーダークルーズコントロールで走行中、システムが前方のカーブを検知すると、早期に速度

抑制を開始するカーブ速度抑制機能を装備しています。なお、制御の開始、車間制御モードと

定速制御モードの切り替えを、シンプルなスイッチ操作で行うことができ、すぐれた使用性も

追求しています。
※車間距離制御は状況により限界があります。システムを過信せず、安全運転をお願いします。

※設定速度は、制限速度、交通の流れ、路面環境、 天候などを考慮して適切に設定してください。 設定速度の確認は
運転者が行う必要があります。

※本機能は、ドライバーの運転支援を目的としているため、機能には限界があり、道路状況、車両状態および天候状態

等によっては、ご使用になれない場合があります。詳しくはレクサス販売店におたずねください。

※高速道路や自動車専用道路でご使用ください。詳しくは取扱説明書をご覧ください。

システムをレベルアップさせたレーダークルーズコントロール

作動イメージ

※装備類の詳しい設定につきましては、主要装備一覧表でご確認ください。
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レーンチェンジアシスト［LCA］
“version L” “F SPORT” “OVERTRAIL”

高速道路や自動車専用道路（一部を除く）を走行中、レーン 
トレーシングアシスト［LTA］が作動中にドライバーのウイ
ンカー操作を支援開始の合図として、レーンチェンジのた

めの操舵、車線変更先車両監視の支援を行います。また、

レーンチェンジ終了後に方向指示灯が自動消灯します。

より細やかな支援をめざしたLDA / LTA / LCA

レーンディパーチャーアラート［LDA］
車線逸脱の可能性をドライバーにお知らせします。

システムのON/OFFは、タッチディスプレイにて
行うことができます。

＜車線逸脱警報機能 / 車線逸脱抑制機能＞
車線から逸脱するおそれがある場合にカラーヘッド
アップディスプレイ、メーターへの表示、およびステア
リングの振動または警報ブザーにより警告するととも
に、車線からの逸脱を避けるためのステアリング操作を
支援します。また、ブラインドスポットモニター［BSM］と
連携して方向指示灯の点滅中であっても、隣の車線を 
走行中の車両と衝突する可能性があると判断した場合、
車線逸脱警報/抑制機能が作動し、音声でお知らせします。
さらに、歩行者や駐車車両を避けるための意図的な
車線逸脱と判断した場合は車線逸脱警報/抑制機能の
作動を抑える機能を採用しました。車線だけでなくアス
ファルトと草・土などの境界や縁石、ガードレールなどの
構造物も認識対象としてシステムが作動します。

レーントレーシングアシスト［LTA］
レーダークルーズコントロール（全車速追従機能付）の作動時、車線維持に

必要なステアリング操作支援を行います。なお、システムのO N / O F Fは、 
ステアリングホイール上に設置されたメインスイッチで行うことができます。

＜車線維持支援機能＞
緩やかなカーブで操舵を支援し、滑らかにふらつき少なくレーン中央をキープする 
走行が可能です。車線が検出困難な場合でも先行車に追従する支援を行います。 
また、シーンに合わせて車線維持のトレース位置を走路中央からオフセットする 
制御を採用。隣接車線の車両を追い抜いたり、路外の構造物との距離が近い場合 
などは、一般的なドライバーの運転と同様に、走路中央よりも回避側にトレース位置を
オフセットします。

※道路状況、車両状態および天候状態等によっては、ご使用になれない場合があります。詳しくはレクサス販売店におたずねください。　※レーンディパーチャーアラート［LDA］、レーントレーシングアシスト［LTA］、レーンチェンジアシスト［LCA］は自動で運転する装置でも周囲への注意を軽減する装置でもないため、運転者はつねに自らの責任で周囲の状況を
把握し、ステアリング操作で進路を修正し、安全運転を心がけてください。　※故意に車線から逸脱して走行するなど、各システムの作動を確認する行為はたいへん危険です。絶対におやめください。　※安全性の観点から、ドライバーはステアリングを持ち続ける必要があります。手を放すと、レーントレーシングアシスト［LTA］、レーンチェンジアシスト［LCA］が
停止します。　※例えば次のような条件下では、レーンディパーチャーアラート［LDA］、レーントレーシングアシスト［LTA］、レーンチェンジアシスト［LCA］が正常に作動しないおそれがあります。　●車線または走路の認識が困難なシーン（悪天候、逆光、濡れた路面、線がかすれている、急カーブ、急勾配、分合流付近など）　●タイヤに変化がある時（応急用タイ
ヤ、タイヤチェーン装着時など）　※例えば次のような条件下ではシステムの作動条件が満たされずレーンディパーチャーアラート［LDA］、レーントレーシングアシスト［LTA］、レーンチェンジアシスト［LCA］の作動をキャンセルする場合があります。　●車線を見失った時 　●ドライバーの追加運転操作を検知した時（ステアリング、ブレーキ、アクセルの操作な
ど）　など　※レーンディパーチャーアラート［LDA］は約50km/h以上で作動します。路外の構造物に対しては約35km/h以上で作動します。ただし、レーントレーシングアシスト［LTA］支援中は約50km/h未満でも車線逸脱警報機能が作動します。　※レーンチェンジアシスト［LCA］は約85km/h～130km/hで作動します。 公道を走行する時は、法定速度または制限速
度を遵守してください。　※レーンチェンジアシスト［LCA］はナビゲーションにて自動車専用道路と認識していない場合には作動しません。　●レーンチェンジアシスト［LCA］は地図情報をもとに作動します。ディスプレイオーディオ（コネクティッドナビ対応）Plusは、G-Linkの契約切れであっても地図情報を利用できるため、レーンチェンジアシスト［LCA］の継
続使用が可能です。ただし地図情報が更新されなくなるため、実際の道路状況と異なることでシステムが正常に作動しないおそれがあります。システムを過信せず、常に周囲の状況を把握した上で、運転者の責任においてシステムを使用してください。　※作動車速以上で走行しドライバーの目で車線が見える場合でも、山間部や市街地などに見られる次のよう
な状況では、レーンディパーチャーアラート［LDA］が作動しない、または安定して作動しない場合があります。　●急カーブや急勾配を走行する時　●車線幅が狭い、または変化している時　など　※レーントレーシングアシスト［LTA］が先行車に追従する支援を行う場合、先行車が車線を右、または左に片寄って走行、または車線変更した時は、先行車の位置
に合わせて自車も片寄って走行し、レーンをはみ出すおそれがあります。先行車がふらついた時は、自車もふらついて走行し、レーンをはみ出すおそれがあります。　※例えば次のような条件下ではシステムの作動条件が満たされず、レーンチェンジアシスト［LCA］が作動しません。　●ステアリング手放し警告をしている場合　●レーンチェンジアシスト［LCA］
が作動できない条件下で、一定時間ウインカーの使用を継続した時　など　※例えば次のような条件下では、レーンチェンジアシスト［LCA］が正常に作動しない場合があります。　●周辺車両が接近している時　●周辺車両が大型車（トラック、バス、トレーラーなど）、二輪車などの場合　●速度差が大きい追い越し、追い越され時など　※例えば次のような
条件下ではシステムの作動条件が満たされずレーンチェンジ中であってもレーンチェンジアシスト［LCA］の作動をキャンセルする場合があります。　●周辺車両が接近している時　●ステアリング 手放し警告をしている場合　など

①単眼カメラでの車線認識

②先行車の走行軌跡

①②に基づき、車線維持に必要なステアリング操作支援を実施。

渋滞の時など車線が見えにくい、または見えない場合、
②を利用して先行車に追従する支援を実施。

先行車

自車

作動イメージ

③レーンチェンジを終了し、レーントレーシング
アシスト［LTA］に移行。
方向指示灯を自動消灯。

②システムも周囲の安全を確認しながら、
操舵支援によりレーンチェンジを実施。

※センサーが周辺車両を検知できない場合があります。

①ドライバー自身による安全確認後、
　ウインカー操作（途中で約1秒間保持）で
レーンチェンジをシステムに指示。

先行車

自車

作動イメージ

 ＝標準装備

※装備類の詳しい設定につきましては、主要装備一覧表でご確認ください。
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ロードサインアシスト［RSA］
単眼カメラで認識した「最高速度」「はみ出し通行禁止」「一時停止」「転回禁止」の道路標識を、

メーターに表示。また、「最高速度」「車両進入禁止」「赤信号」の道路標識や信号に従っていないと

システムが判断した場合、表示の反転や点滅、ブザーなどでドライバーに告知します。それらにより、

道路標識などの見落としを減らし、安全運転を促します。
※道路状況、車両状態および天候状態等によっては、ご使用になれない場合があります。詳しくはレクサス販売店に

おたずねください。

道路標識の見落としを減らすロードサインアシスト

表示する道路標識例

はみ出し通行禁止 一時停止 転回禁止

※装備類の詳しい設定につきましては、主要装備一覧表でご確認ください。
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発進遅れ告知機能［TMN］
信号の表示や先行車の動きをミリ波レーダーと単眼カメラで検出。交差点先頭で

停止時に信号の停止表示が解除されても自車が停止し続けた場合、または、先行車が

発進し一定距離を走行してもなお自車が停止し続けている場合に、メーター表示、

およびブザーなどでお知らせします。
※右折矢印信号も検知可能です。

※シフトポジションが「P」「R」以外でブレーキペダルを踏んで停車している時に作動します。シフト
ポジションが「N」の時、またはレーダークルーズコントロール（全車速追従機能付）機能で自車が
停止した場合、さらにシフトポジションが「D」の時にブレーキホールドを使用した場合は、ブレーキ
ペダルを踏んでいなくても作動します。

※先行車が約4m以上進んでも自車が止まったままだとシステムが判断した場合に作動します。なお、
機能のON/OFFおよび通知タイミングの変更が可能です。詳しくはレクサス販売店におたずねください。

アダプティブハイビームシステム［AHS］
“version L” “F SPORT” “OVERTRAIL”

すぐれた視認性を確保するLED点消灯式AHS。片側11個のLEDの点灯・消灯を制御することで、細やかに照射/遮光
します。単眼カメラにより前方の車両光源を検出し、ヘッドランプの配光を先行車両や対向車両に直接ハイビーム

を当てないように、最適な状態に切り替えます。
※自車速度約15km/h以上で作動します。
※本機能はドライバーの運転支援を目的としているため、機能には限界があり、道路状況、車両状態および天候状態等によっては、

ご使用になれない場合があります。詳しくはレクサス販売店におたずねください。

オートマチックハイビーム［AHB］  NX350h

夜間走行時に、周囲の明かりの状況によりハイビームで走行可能と判断した場合、ロービームをハイビームに

自動的に切り替え、前方視界確保を支援します。
※自車速度約30km/h以上で作動します。
※ロー・ハイビームの切り替え自動制御には状況により限界があります。運転時はつねに周囲の状況に注意し、必要に応じて手動で

切り替えるなど、安全運転を心がけてください。

ドライバー異常時対応システム
レーントレーシングアシスト［LTA］制御中にドライバーの無操作状態が継続している場合、音と表示と緩減速に
よる警告でドライバーに操作を促すほか、ハザード・ホーン・ストップランプで車外に異常を報知しながら自車線内

に減速停車し、自損･加害事故の回避･事故被害低減を支援します。停車後は、ドア解錠やヘルプネット®＊自動通報

による救命要請も行い、早期のドライバー救命･救護に寄与します。
＊ヘルプネット®はG-Linkに含まれるサービスです。G-Linkのご利用には別途契約が必要となります。
※ドライバー異常時対応システムは自動車専用道路（一部を除く）を約50km/h以上で走行している場合に作動します。体調異常を直接
検知できるわけではないため、システムが正常な運転操作と判定した場合は作動しません。

うっかりにも夜道にも万一にも備える、幅広いサポート

■ TMNに信号切り替わり時の対応が追加

作動イメージ

 ＝標準装備

※装備類の詳しい設定につきましては、主要装備一覧表でご確認ください。
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可能な限りオフセット

通過する際に安全な速度まで減速

歩行者

歩行者

減速制御

操舵制御

減速制御

横断歩行者

歩行者

自車線の範囲内でオフセット

操舵制御開始
白線と車両が平行状態で
操舵制御終了

操舵制御

メーター表示

メーター表示

メーター表示

横断歩行者/自転車運転者に対する支援［減速制御］

側方間隔が近い歩行者/自転車運転者/駐車車両に対する支援［操舵制御］

側方間隔が近い歩行者/自転車運転者/駐車車両に対する支援（操舵方向にリスク＊が存在）［操舵・減速制御］

プロアクティブドライビングアシスト［PDA］
「歩行者の横断」「飛び出してくるかもしれない」など、運転の状況に

応じたリスクの先読みを行うことで、危険に近づきすぎないよう

運転操作をサポートし、ドライバーの安心につなげます。さらに

先行車や前方のカーブに対して減速操作をサポートし、頻繁な踏み

かえ操作を軽減することにより、一般道などのシーンでドライバー

の運転に寄り添いやさしくサポートする機能です。以下4つを備え、
運転状況に応じて適切な操作をサポートします。

1. 歩行者/自転車運転者/駐車車両に対する操舵・減速支援
リスクを先読みし、危険に近づきすぎないようにステアリング・ブレーキ操作をサポートします。
※本支援は自車速が約30km/h～約60km/hのときに作動します。

＊歩行者/自転車運転者/周辺車両

運転をさりげなく支援するプロアクティブドライビングアシスト ［ 1 ］

作動イメージ

1. 歩行者/自転車運転者/駐車車両に対する操舵・減速支援

2. 先行車に対する減速支援

3. カーブに対する減速支援

4. 信号交差点に対する右左折時減速支援

※装備類の詳しい設定につきましては、主要装備一覧表でご確認ください。
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アクセルOFF

カーブへの進入速度が
速いと曲がりづらく、
強い減速が必要になる

減速支援
カーブへの進入速度が
速いと判断した場合、
カーブを曲がりやすいように
緩やかに減速を支援

アクセルOFFで
減速支援開始

メーター表示

3. カーブに対する減速支援
前方のカーブに対して自車の速度が速いと判定した場合、ドライバーのアクセルOFFに応じて
緩やかに減速します。

2. 先行車に対する減速支援
先行車や隣接車の割り込みを検出した時、ドライバーのアクセルOFFに応じて、車間距離が近づき
すぎないように緩やかに減速します。

運転をさりげなく支援するプロアクティブドライビングアシスト ［ 2 ］

■ 減速支援なしの場合 ■ 減速支援作動時

車
間
が
近
づ
く
時

１
先行車の有無にかかわらず、
ドライバー自身のアクセル
操作によって加速・追従

先行車

２
先行車との車間が詰まった
際に、ドライバーがアクセル
OFF

先行車が減速アクセルOFF

３

＜減速支援なしの場合＞
通常のエンジンブレーキで
減速し、車間距離が詰まる

先行車

車間が詰まる
通常の

エンジンブレーキ

＜減速支援作動時＞
車間距離が近づきすぎない
ように減速支援 先行車

減速支援

車間距離が近づき
すぎないように減速

車
間
が
近
い
時

１
車間が近い状態が一定時間
継続した場合、ディスプレイ
に表示する

先行車

適切な車間

車間が近い状態が
一定時間継続

メーター表示

作動イメージ

作動イメージ
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１
ドライバー自身のアクセル 
操作によって交差点に接近

２
交差点に近づいたときに 
ドライバーがアクセルオフ、
ウインカー操作

アクセル
オフ

ウインカー
オン

３

＜減速支援なしの場合＞
減速支援なし
ドライバーのブレーキ操作で
交差点に対して減速

ドライバー
ブレーキオン

ドライバー減速

＜減速支援作動時＞
あらかじめ減速を支援し、 
右左折時の操作余裕を確保

あらかじめ減速を支援し
操作余裕を確保

ドライバー
ブレーキオン

ドライバー減速減速支援

メーター表示

作動イメージ

4. 信号交差点に対する右左折時減速支援
信号交差点への接近を検出した時、ドライバーのアクセルOFFとウインカー操作に応じて、緩やかに
減速します。　※本支援は自車速が約30km/h～約80km/hのときに作動します。

※装備類の詳しい設定につきましては、主要装備一覧表でご確認ください。
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［DEALER OPTION］プラスサポート  全  車

専用キーでのドア解錠でプラスサポートが自動で始動します。

ドライブの安心を拡張・更新するプラスサポート

＜急アクセル時加速抑制＞
障害物の有無にかかわらず、アクセルの踏み過ぎや踏み間違いを検知するとクルマの加速を抑制し、「アクセルが

踏まれています」との音声発話と警報ブザー、ディスプレイ表示でドライバーに注意喚起する機能です。

＜Lexus Safety System ＋の機能拡大＞
プラスサポートモードがONの場合、Lexus Safety System ＋各機能の挙動（警報タイミングや音声発話の有無）を、
より安全な運転につながる方へ拡大します。

・プリクラッシュセーフティの交差点対向車注意喚起の作動 
・ ロードサインアシスト［RSA］で音声発話による注意喚起を実施など

 ＝ディーラーオプション

※装備類の詳しい設定につきましては、主要装備一覧表でご確認ください。

ソフトウェアアップデート
DCM（Data Communication Module）による無線通信で、レクサス販売店へ入庫することなく性能
向上のためのソフトウェア更新が可能なOTA（無線通信）によるソフトウェアアップデート機能
を設定しました。OTAによるソフトウェア更新中も、通常通りの車両走行、Lexus Safety System＋ 
機能が使用可能。ソフトウェアの更新は、エンジンスイッチ/パワースイッチO N時のみ実施 
されます。
※Lexus Safety System ＋一部のプログラムは、DCMによる無線通信により、販売店に入庫することなく常に最新の
ソフトウェアに更新できます。※ソフトウェアの更新がある場合、ディスプレイオーディオに通知画面が表示されます。

画面の指示に従ってすみやかに更新してください。※お客様の安全や車両の保安基準に関わる重大なソフトウェア

更新が必要になった場合には、お客様の更新の許諾の有無にかかわらず、自動でソフトウェア更新を行うことがあります。 
また、この場合にお客様が許諾していなかった他の機能も含めて最新バージョンに更新される場合があります。 
※ソフトウェアを更新すると、各機能の取り扱い方法が変わったり、機能が追加されることがあります。変更・追加された

内容は、lexus.jp 内の取扱書ページにある最新の取扱説明書で確認することができます。　※無線通信によるソフト
ウェアアップデートはG-link契約が必要です。

プラスサポート用スマートキー
（電子キー）（カードキー）

標準キーと区別しやすい、
サテンゴールド加飾の専用キーです。

プラスサポート始動中の場合

加速を抑制 クリープ走行
※ブレーキなし

そのまま加速

プラスサポート無しの場合

作動イメージ

メーター表示

※本製品にメカニカルキーは付属していません。標準スマートキーに付属のメカニカルキーを本製品に差し替えてご使用ください。　※メカニカルキーが

無い状態では、電子キーの電池が切れた時にドアロックを解除できなくなります。メカニカルキーは追加で購入していただくことも可能です。レクサス販売

店におたずねください。　※ブレーキを制御するシステムではありません。　※自車車速約30km/h以下で作動します。　※前進および後退時に作動します。
※アクセルを速く強く踏み込むような運転をした場合に、意図せずシステムが作動することがあります。　※プラスサポートで運転中でも、右左折時や車線

変更時、一時停止位置や信号待ちからの発進時、急な坂道での発進や加速時には、通常どおり加速できます。ただし、方向指示レバーを操作せず右左折や

車線変更をしたり、ブレーキを踏まない状態（ブレーキホールドでの停車中含む）から発進するとシステムが作動することがあります。その場合は、一度アク

セルを離し、ゆっくり踏みなおせば加速が可能です。　※プラスサポート用スマートキー（電子キー･カードキー）と標準スマートキーは同時に携帯せず、

目的に合った1種類のキーのみ携帯してください。プラスサポートが作動しない可能性があります。メーター表示で始動中をご確認ください。
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点灯

安心降車アシスト（ドアオープン制御付）［SEA］
降車時、ブラインドスポットモニター［BSM］のセンサーを活用し、後方からの自転車を含む接近 
車両などを検知。開放後のドア、もしくは降車した乗員と衝突する可能性があるとシステムが 
判断した場合、ドアミラー内のインジケーターを点灯させ注意を促します。また、インサイド 
アンラッチスイッチを押してドアを開けようとした場合、アウターミラーインジケーター点滅、 
マルチインフォメーションディスプレイ表示、ブザー吹鳴、音声通知で乗員へお知らせし、ドアと
の衝突の可能性が高い場合には、e-ラッチシステムを用いて、ドアアンラッチ操作をキャンセル
します。

ブラインドスポットモニター［BSM］/後方車両への接近警報
ブラインドスポットモニター［BSM］は、走行中、ドアミラーで
は確認しにくい後側方エリアに存在する車両に加えて、隣接 
する車線の最大約60m後方までモニターし、急接近してくる 
車両も検知します。車両を検知するとドアミラー内のインジ 
ケーターが点灯、車両を検知した状態でウインカーを操作
するとインジケーターが点滅し、より注意を喚起します。また、 
後方車両への接近警報は、後方車両から衝突される可能性が
高いと判断した場合、ハザードランプを高速点滅させて、 
後方車両に注意喚起します。

※検知対象の目安となる大きさは、小型の二輪車よりも大きな車両となります。一部の特殊な道路状況等では、静止物に

対してもインジケーターが点灯する場合があります。

※道路状況、車両状態および天候状態等によっては、ご使用になれない場合があります。詳しくはレクサス販売店に

おたずねください。

※安心降車アシスト（ドアオープン制御付）［SEA］、ブラインドスポットモニター［BSM］/後方車両への接近警報はあくまで 
運転補助機能です。本機能を過信せず、運転に際してはドライバーご自身で周囲の安全状況を直接確認してください。 
詳しくはレクサス販売店におたずねください。

点滅

ブザー吹鳴・音声通知・メーターの表示

アンラッチ操作を
キャンセル

BSMのセンサーを活用した安心のアシスト

■安心降車アシスト（ドアオープン制御付）［SEA］

衝突する可能性がある場合ドアミラー内のインジケーターを点灯します。

インサイドアンラッチスイッチを押してドアを開けようとした場合、アウターミラーインジケーター

点滅、マルチインフォメーションディスプレイ表示、ブザー吹鳴、音声通知で乗員へお知らせし、

ドアとの衝突の可能性が高い場合には、e-ラッチシステムを用いて、ドアアンラッチ操作をキャン
セルします。

作動イメージ

※装備類の詳しい設定につきましては、主要装備一覧表でご確認ください。
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デジタルインナーミラー  “version L” “F SPORT” “OVERTRAIL”

車両後方カメラの映像をミラーのディスプレイに表示する 
ことで、後席の乗員やヘッドレストに遮られることなく、後方の

安全確認が可能です。高画質の映像により、鏡面ミラーモード

からデジタルインナーミラーモードに切り替えた際の自然な 
色調、夜間のクリアな視認性を実現しています。
※初めての走行前や運転者が代わる場合には、必ずミラーの調整を安全な
場所に停車して行い、走行中には絶対に行わないでください。調整を 
行わずに走行すると、映像が二重映りする場合があります。体調・年齢など
により、画面に焦点が合うまで時間がかかる場合があります。また、着雪や
雨滴、汚れ等により映像が見えづらくなる場合があります。その場合には
鏡面ミラーモードに切り替えてご使用ください。夜間など暗い場所では
周辺を明るく見せるために映像が自動的に調整されることにより、 
特有のちらつきが発生する場合があります。

パノラミックビューモニター（床下透過表示機能付）
車両の前後左右に搭載したカメラから取り込んだ映像を合成し、車両を上から見たような映像を表示。運転席から目視しにくい

車両周囲の状況をリアルタイムで確認できます。ボディやシートを透かして見たようなシースルービューや、車両を後ろ上方から 
見たような映像を表示し、車両側方の安全確認ができるサイドクリアランスビュー、狭い道での接触回避を確認できるコーナリング

ビューも採用しました。

さらに、音声操作への対応や、パノラミックビュー /  
サイドクリアランスビュー  / コーナリングビュー 
表示中に床下透過表示機能がO N＊ 1になって 
いれば車両直下およびタイヤ付近のアンダー 
フロア映像を表示して駐車やすり抜けをサポート 
するなど、機能をレベルアップさせています。 
また、クリアな視界を保つため、バックカメラに

はカメラ洗浄機能が付いており、室内のコンビ 
スイッチとタッチディスプレイにあるカメラ洗浄

スイッチの操作でウォッシャー液が噴射され＊2、 
雨天時などの悪天候でカメラに付着した雨滴や

汚れを落とすことができます。

死角を減らし視界をひらくアイテム

＊ 1 . 事前にタッチディスプレイの設定で床下透過がONになっていれば、パノラミックビューモニター（床下透過表示機能付）を表示すると自動的に（車両を 
  動かすと同時に）床下透過表示になります。

＊ 2 . 同時にリヤワイパーウォッシャーも噴射されます。なお、リヤカメラ洗浄システムは全車標準装備となります。
※画面に映る人や障害物は実際の位置や距離と異なります。映像を過信せず、必ず車両周辺の安全を直接確認しながら運転してください。なお、字光式ナンバー

プレートは装着できません。

サイドクリアランスビュー表示 コーナリングビュー表示

デジタルインナーミラーモード

鏡面ミラーモード

リヤカメラ洗浄前の
タッチディスプレイ

リヤカメラ洗浄後の
タッチディスプレイ

リヤカメラ
洗浄イメージ

 ＝メーカーオプション

※装備類の詳しい設定につきましては、主要装備一覧表でご確認ください。
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パーキングサポートブレーキ＊

リスクに備えドライバーの安心感を高める装備

＊ 前後方静止物、後方接近車両、後方歩行者は全車標準装備。周囲静止物はNX450h＋全車、NX350h“version L”/“F SPORT”/“OVERTRAIL”、NX350全車に標準装備。
※パーキングサポートブレーキは衝突被害軽減ブレーキまで働くシステムではありますが、必ず止まることを約束するものではありません。
※ 本機能は、ドライバーの運転支援を目的としているため、機能には限界があり、道路状況、車両状態、天候状態およびドライバーの操作状態、歩行者の状態等によっては、作動しない場合が
あります。本機能を過信せず、必ずドライバーが責任を持って運転してください。詳しくはレクサス販売店におたずねください。
※ パーキングサポートブレーキ［PKSB］が作動した場合でもブレーキ制御は2秒で解除されるため、そのまま前進・後退できます。また、ブレーキペダルを踏んでもブレーキ制御は解除される
ため、再度アクセルペダルを踏むことで前進・後退できます。
※歩行者以外の立体物に対しても作動することがあります。ブレーキ作動後はブレーキを踏んで周囲の確認をお願いします。
※字光式ナンバープレートは装着できません。

A 運転席・助手席SRSエアバッグ

B 運転席SRSニーエアバッグ

C 運転席・助手席SRSサイドエアバッグ

D 前後席SRSカーテンシールドエアバッグ

A

D

C

A

DB

C

SRSエアバッグシステム
前席には、前方からの衝撃力に応じて展開するSRSエアバッグを採用。 
さらに運転席には下肢を受け止めることで、身体全体への衝撃力を分散・

緩和するSRSニーエアバッグを設定。また、側方衝突に対してはSRSサイド
エアバッグ、SRSカーテンシールドエアバッグを備えています。
※SRSエアバッグシステムは衝突時の条件によっては作動しない場合があります。 

SRSエアバッグはあくまでシートベルトを補助する装置ですので必ずシートベルトを
ご着用ください。

後退して出庫する際、自車
後側方から接近する車両の
存在を、ドアミラー、タッチ
ディスプレイ、およびブザー
でお知らせします。自車
後側方から接近する車両と
衝突する可能性が高いと
判断した場合、衝突被害
軽減ブレーキをかけます。

後退して出庫する際、自車
後方の歩行者の存在を、
タッチディスプレイ、および
ブザーでお知らせします。
自車後方の歩行者と衝突
する可能性が高いと判断
した場合、衝突被害軽減
ブレーキをかけます。

アクセルの踏み間違いや踏みすぎなどで
起こる衝突を緩和し、被害の軽減に
寄与するシステムです。LexusTeammate 
AdvancedPark（リモート機能付）、Advanced 
Pa r k装着車では、静止物の検知対象を
前後進行方向のみならず、側方を加えた
車両周囲にまで拡大。A d v a n c e d Pa r k
（リモート機能付）、Advanced Parkのアシスト
中だけでなく、出庫や後退中のような
駐車シーンにおいても周囲を監視しながら
静止物の接近を表示とブザーで知らせ、
さらに距離が縮まると衝突被害軽減
ブレーキをかけます。

パーキングサポートブレーキ（後方接近車両）［PKSB］ パーキングサポートブレーキ（後方歩行者）［PKSB］

パーキングサポートブレーキ（前後方静止物）［PKSB］ パーキングサポートブレーキ（周囲静止物）［PKSB］

後方歩行者 後退時

ブレーキ

ブレーキ

後退時

前進時

ブレーキ

後方接近車

検知対象範囲
ブレーキ

静止物

後退中に外輪差で巻き込みによる衝突

ブレーキ

自車

作動イメージ

作動イメージ

作動イメージ

作動イメージ

※装備類の詳しい設定につきましては、主要装備一覧表でご確認ください。
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通信利用型レーダークルーズコントロール
レーダークルーズコントロールで先行車に追
従している時、先行車が通信利用型レーダー
クルーズコントロール対応車両であれば、
車車間通信により取得した先行車の加減速
情報に素早く反応して車間距離や速度の
変動を抑制し、スムーズな追従走行が可能と
なります。

自車

車間距離が
ほぼ一定

右折時注意喚起
交差点右折時、道路側の路側装置で死角の
対向車や右折先の横断歩行者を検知。接近
している対向車や歩行者がいるにもかかわ
らずドライバーが発進しようとした場合に、
表示とブザー音による注意喚起を行い、
安全に右折できるよう支援します。

ブザー音

自車

対向車

対向車

道路＊とクルマがつながる
路車間通信システム

緊急車両存在通知
サイレンを鳴らしている緊急車両（救急車）が
存在する場合に、ブザー音と音声案内で通知し、
自車両に対するおおよその方向・距離・緊急
車両の進行方向を表示します。救急車が見え
にくい、騒音でサイレンが聞こえにくい等の
状況でも、事前に緊急車両の存在を知ること
が可能となります。

緊急車あり

ブザー音

緊急車両

自車

クルマとクルマがつながる車車間通信システム

ITS専用周波数で通信し、安全運転をサポート

 ＝標準装備　　  ＝メーカーオプション ＝標準装備　　  ＝メーカーオプション

ITS Connect
“version L” “OVERTRAIL” “F SPORT” NX350h

クルマのセンサーでは捉えきれない見通し外の情報や信号等の情報を、クルマとクルマ、 
あるいは道路＊とクルマが直接通信し、カラーヘッドアップディスプレイやマルチインフォメーション

ディスプレイでの表示、ブザー音でドライバーに知らせ、安全運転を支援するシステムです。
＊路車間通信システムに対応した路側装置は、2025年6月現在、宮城県、茨城県、埼玉県、東京都、神奈川県、愛知県、
大阪府、広島県、福岡県に設置されています。

※本システムは「路側装置が設置された交差点」または「本システムが搭載された周辺車両」との間でのみ作動します。

また、路側装置が設置された交差点であっても、交差点に進入する方向によっては、作動するシステムが異なる場合が

あります。本システムはあくまでも補助機能です。システムを過信せず、つねに道路状況に注意し、安全運転を

心がけてください。

※緊急車両存在通知は通信機を搭載していない車両の存在は案内されません。ドライバー自身が周囲の安全を確認

してください。

※通信利用型レーダークルーズコントロールは、先行車や周囲の車両の走行状態によっては、スムーズな追従走行が

行われない場合や、自車の速度や先行車との車間距離に影響がおよぶ場合があります。

※右折時注意喚起は、路側装置が設置された交差点であっても、路側装置の種類や、交差点に進入する方向によっては、 
対向車のみを検知し、歩行者がいることを注意喚起しない場合があります。なお、対向車や歩行者が路側装置

（感知器）の検出範囲外に存在している場合や、路側装置（感知器）が車両の特徴や環境条件・経年変化等によって

未検知や誤検知を起こす場合は、注意喚起しないことや、通知内容が実際の道路状況と異なる場合があります。

ご利用可能なサービス提供場所については、レクサス販売店におたずねください。

※右記の機能は一例です。

ITS Connectについて詳しくは こちら
作動イメージ
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Lexus Teammate Advanced Park
支援シーンの拡大により、並列駐車シーンにおいて前向き駐車/バック出庫/前向き出庫が可能
になりました。カメラと超音波センサーを融合し全周囲を監視することで、適切に認知、判断、 
操作を支援。ステアリング･シフト･アクセル･ブレーキの全操作を車両が支援するとともに、 
俯瞰映像に車両周辺の死角や目標駐車位置などをつねに表示し、スムーズな駐車を実現しました。 

さまざまな駐車シーンに対応するLexus Teammate Advanced Park ［ 1 ］

 ＝標準装備

※装備類の詳しい設定につきましては、主要装備一覧表でご確認ください。

■ 並列バック駐車、縦列駐車・出庫、区画線のない駐車（メモリー機能）に加えて、下記の支援シーンに対応

【並列前向き駐車】
並列駐車スペースに対し、

前向きで並列に駐車します

【並列バック出庫】
並列に駐車した状態からバックで出庫します

【並列前向き出庫】
並列に駐車した状態から前向きに出庫します

作動イメージ 作動イメージ 作動イメージ

Advanced Park（リモート機能付）
NX450h＋全車 NX350h“version L” NX350h“F SPORT” NX350h“OVERTRAIL”

Advanced Park
NX350全車

＊駐車スペースが複数ある場合は変更できます。

※Advanced Park（リモート機能付）、Advanced Parkはあくまで運転を支援する機能です。Advanced Park（リモート機能付）、Advanced Parkを過信せず、必ずドライバーが責任を持って周囲の状況を把握し、安全運転を心がけてください。
※Advanced Park（リモート機能付）、Advanced Parkは駐車環境や周辺状況によっては使用できない場合があります。　※字光式ナンバープレートは装着できません。

駐車したいスペースの横に停車後、メインスイッチを押して車両周辺と駐車スペース＊を確認し、

ディスプレイ画面上の開始スイッチを押すとスムーズに駐車を開始します。障害物の位置を 
ディスプレイのカメラ映像上に表示することで、ドライバーに周辺状況をわかりやすく伝えます。 
障害物に接触する可能性がある場合は、警告するとともにブレーキ制御で接触回避を支援します。
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Advanced Parkのリモート機能
NX450h＋全車 NX350h“version L” NX350h“F SPORT” NX350h“OVERTRAIL”

車外から専用スマートフォンアプリ「Remote Park」を操作＊することで、遠隔で駐車、出庫が 
可能となるリモート機能を設定しました。並列・縦列駐車および出庫が可能。また、トランクの 
荷物を取り出すシーンなどにおける前後移動にも対応しています。不慣れな場所、狭い場所での 
駐車をサポートし、乗り降りのわずらわしさを低減します。スマートフォンで素早く簡単操作 
できる使い勝手の良さと、お客さまがストレスを感じない時間でシステムが起動するスムーズな 
支援をめざしました。
＊スマートフォン操作は、スマートキーを携帯したドライバーが行う必要があります。なおデジタルキーのみを携帯し、

Advanced Park（リモート機能付）のスマートフォン操作をすることはできません。
※機種やOSのバージョンによっては正常に作動しない場合があります。

さまざまな駐車シーンに対応するLexus Teammate Advanced Park ［ 2 ］

 ＝標準装備

※装備類の詳しい設定につきましては、主要装備一覧表でご確認ください。
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